
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伝わった みんなの努力・協力・全力が！ 

                                          
旭川市立新富小学校     

校長 工 藤  真   

 

５月３１日（土）、晴れ渡る空のもと「新富小学校 第６７回 大運動会」が開催されました。今年は「伝えよう 努力・

協力・全力を！」をテーマに、連休明けから運動会への取組が本格的に始まり、新富っ子は毎日元気いっぱい練習に

励みました。授業の時間だけでなく、朝や休み時間にもリレー練習や応援練習に一生懸命取り組んでいる姿を見ま

した。まさしく「努力・協力・全力」の姿がそこにありました。 

 

運動会前になるといつも、ある運動会の出来事を思い出します。 

１～３組に分かれての全員リレー。ある組には１人だけ病気のために全力疾走できない子がいました。案の定、前

走２つの組との差はどんどん広がります。しかし、その組は誰もが決してあきらめていませんでした。競技が進むごと

に応援はさらに大きくなります。「がんばれ！がんばれ!!」「少し差が縮まった!!まだ行ける!!大丈夫!!」とみんなで声を

合わせてお互いを鼓舞する姿。半周以上差がついても、みんなが必死に前走の２つの組を追いかけます。意気消沈

する子どもの姿はそこにはありません。それどころか他の組よりもひときわ大きな声援が聞こえます。後続の子どもた

ちも手を抜くことなく走り、何とか３分の２周まで追い上げましたが結果は３位。しかし、みんな誰を責めることもなく、

拍手でアンカーを迎えていました。最後まで希望をもち、全力で取り組む姿を思い出すと、今回の運動会テーマであ

る「伝えよう 努力・協力・全力を！」と重なる出来事でした。勝敗の勝ち負けより、子どもたちの心の成長がうかがえ

る運動会に立ち会うことができ、とても幸せな気持ちになった瞬間でした。 

 

今回の運動会でも、徒競走や運命走では、最後まであきらめず走り抜く姿がたくさん見られました。赤白に分かれ

ての団体競技練習では、チーム毎に作戦を立てたり、どうすれば上手くいくか教えあったりする姿が見られました。お

互いが支え合い一つの目標に向かって試行錯誤しながら成長する場として、運動会は大切な学校行事なのだと感じ

ます。新富っ子にも、勝ち負けだけではなく、「伝えよう 努力・協力・全力を！」の運動会テーマを大切にして競技に参

加する姿がいたるところに見られました。そんな子どもたちの頑張りは、保護者や地域の皆さんの大きな声援に支え

られ、さらに輝いたことと思います。保護者の皆さんの、喉が枯れるほどの大きなご声援ありがとうございました。子ど

もたちの一生懸命取り組む姿に、感動をもらった１日となりました。 
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旭川市立新富小学校 教育目標『自ら学ぶ 心豊かで たくましい子どもの育成』 

《本年度の重点教育目標》  認め合い 支え合い 学び合う子どもの育成  

～認め合い 支え合い 学び合う活動を通して 仲間との関係を深め 子どもたちの人間性を高める～ 

           




